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Ⅰ 「指導と評価の年間計画」及び「評価規準と単元計画」の作成の手引き                  
１ 「指導と評価の年間計画」について 

これは、次の２の「評価規準と単元計画」の全単元について、その概要を記述したもの

である。生徒の学習活動に対するより適正な評価、及び生徒の学習の改善に生かされる評

価（指導と評価の一体化）の実現を目指して作成する。 

これまで作られてきた指導計画は、多くの場合、学習内容（指導内容）を単に１年間の

授業時間数に対して配分しただけに留まっていたが、この「指導と評価の年間計画」では、

各授業ごとの学習活動のポイント、観点別の評価のポイント、評価方法、評価規準も含め

て記述する。 

２ 「評価規準と単元計画」について 

学習指導要領に基づく「評価規準と単元計画」は、言い換えれば、評価規準を盛り込ん

だ「単元ごとの指導と評価の計画」である。次の内容構成で作成する。 

○科目全体の「目標」「評価の観点の趣旨」を示す。 

・科目全体の目標…学習指導要領に示す当該科目の目標 

 ・科目全体の評価の観点及びその趣旨 

…「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」参照 

○内容のまとまりごとの「目標」「評価規準」を示す。 

   ・内容のまとまりごとの目標 

…学習指導要領の「内容」の(1)(2) …の大項目ごとの目標を記す。 

  ・内容のまとまりごとの評価規準に盛り込むべき事項 

…内容のまとまりごとに４観点別に示した評価規準を記す。「評価規準

の作成、評価方法等の工夫改善のための参考資料」参照 

※「内容のまとまり」とは、学習指導要領に示された内容に基づいており、使用す

る教科書等に基づく「章」とは必ずしも一致しない場合がある。 

◎単元ごとの「目標」「評価規準」を示す。 

・単元ごとの目標…使用する教科書等に基づき単元ごとに示した目標。学習指導

要領の項目ごとのねらいをもとに記載する。 

    ・単元ごとの評価規準 

…単元ごとに４観点別に示した評価規準。「内容のまとまりごと

の評価規準に盛り込むべき事項」を単元の内容に即して具体

化したもの。 

※「単元」とは、ほとんどの教科書の「節」に該当するものである。 

   ◎実際の授業ごとの「評価規準」「評価方法」「指導と評価の計画」を示す。 

    ・学習活動における具体の評価規準と評価方法 

…学習活動ごとに４観点別に示した評価規準と評価方法。「単元

ごとの評価規準」を学習活動の内容に即して具体化したもの。

評価方法については、学習活動の特質、評価の観点や評価規

準、評価の場面や生徒の発達の段階に応じて、観察、生徒と

の対話、ノート、ワークシート、学習カード、作品、レポー

ト、ペーパーテスト、質問紙、面接などの様々な評価方法の

中から、その場面における生徒の学習状況を的確に評価でき

る方法を選択していく。 

・指導と評価の計画 

    …単元の目標を実現するために、授業ごとの「主題」と「主な

学習活動」、「具体の評価規準との対応」を示す。「具体の評価

基準との対応」は、上記の「学習活動における具体の評価規

準と評価方法」に対応した番号を各観点の欄に記す。 



単元ごとの指導と評価の計画＜例＞ 

１ 科目『○○○』の目標 

 ○○○○○ 

２ 科目の評価の観点の趣旨 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

○○○○○○○○

○○○ 

○○○○○○○○

○○○ 

○○○○○○○○

○○○ 

○○○○○○○○

○○○ 

３ 「○○○」の目標 

 ○○○○○ 

４ 「○○○」の評価基準に盛り込むべき事項 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

○○○○○○○○

○○○ 

○○○○○○○○

○○○ 

○○○○○○○○

○○○ 

○○○○○○○○

○○○ 

５ 単元指導計画 

単元名 ○○○○○ 時間数 ○ 

◇ 単元の目標 

○○○○○ 

◇ 単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

○○○○○○○

○○○○ 

○○○○○○○

○○○○ 

○○○○○○○

○○○○ 

○○○○○○○

○○○○ 

◇ 学習活動における具体の評価規準と評価方法 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

①  

○○○○○

○○○○○ ① 

○○○○○

○○○○○ ① 

○○○○○

○○○○○ ① 

○○○○○

○○○○○ 

○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ ○○○○○ 

② 

 

② 
○○○○○

○○○○○ 
② 

 

② 
○○○○○

○○○○○ 

◇ 指導と評価の計画 

授
業
番
号 

単
位 
時
間 
数 

主題 学習目標と主な学習活動 

具体の評価規準

との対応(番号) 
備考 

関 思 技 知 

１ ○ 
  

①   ① 

 

２ ○ 
  

 ① ② ② 
 

 

割当てる授業

時間数を記す 

上記「学習

活動におけ
る具体の評
価規準と評

価方法」の
該当項目番
号を記す 

単元の目標を実現するための具

体的な学習活動の要点を記す 



Ⅱ　　　指導と評価の年間計画（社会と情報）　＜例＞

科目名：社会と情報

月 使用教科書項目 時 主な学習活動（指導内容）と評価のポイント 評価方法

1 ・学習内容及びコンピュータ教室の使い方の説明並びに学習履歴の把握行動観察 ○

１　情報と情報社会 1 ・データ、情報、知識の違いを理解する。 行動観察 ○

２　情報社会の光と影 1 ・情報化の光と影について理解し、具体例を示すことができる。 ノート ○ ○

１　個人情報とその保護 1 ・個人情報の概念や，個人情報保護について理解している。 行動観察 ○ ○

２　情報を扱う責任とモラル 1
・情報を扱う責任とモラルを持って、チェーンメールに正しく対処す
ることができる。

提出課題 ○ ○

１　情報の特徴 1 ・情報の意味及び特徴について理解する。 行動観察 ○ ○

２　情報とメディア 1 ・さまざまなメディアの特徴、分類、特性について理解する。 提出課題 ○ ○ ○

３　情報の信憑性と信頼性 1 ・情報の信憑性，信頼性を理解して、情報を利用できる。 ○ ○

４　メディアリテラシー 2
・メディアによる情報の意図の違いについて理解し、伝えたい情報を
適切な情報メディアを選択して取り扱うことができる。

○ ○ ○

１　アナログとディジタル 1 ・アナログとディジタルの概念とその相違を理解する。 行動観察 ○ ○

２　情報機器 2 ・情報機器の種類と特徴について理解する。 ノート ○ ○

1 考査 ○

１　２進数と情報量 1 ・情報量を適切な単位で表現できる。 行動観察 ○ ○

２　数値・文字の表現 2 ・2進数・10進数・16進数の相互変換の方法を理解する。 提出課題 ○ ○

３　音声のディジタル化 1 ・情報のディジタル化の原理を理解する。 ○ ○

４　画像のディジタル化 2 ・画像や動画の基本的な編集ができる。 ○ ○

５　情報のデータ量 1 ・音声、動画等のデータ量を計算できる。 ○ ○

１　わかりやすい情報伝達 1 ・情報を伝達する際の注意事項について理解する。 行動観察 ○ ○

２　企画書の作成 2 ・目的や対象を明確にして，既存のチラシを改善できる。 提出課題 ○ ○

１　データの入力 1 ・表計算ソフトへのデータの入力と抽出ができ，関数を利用できる。 行動観察 ○ ○

２　グラフの作成 2 ・課題に応じて利用するグラフを適切に選択できる。 提出課題 ○ ○

３　データの抽出 1 ・目的に応じてわかりやすいグラフで表現できる。 ○ ○

４　関数と引数 1 ・条件に合わせて関数を選択して利用するための知識をもつ。 ○ ○

５　データの検索 2 ・積極的に演習課題に取り組む。 ○ ○

１　プレゼンテーションとは 2 ・プレゼンテーション制作の流れを理解する。 行動観察 ○ ○

２　多様な表現メディアの利用 2
・画像，音声，アニメーションなど、多様な表現メディアを利用でき
る。

提出課題 ○ ○

1

１　Ｗｅｂサイトの制作 3
・HTMLのタグを使って、Webページにテキストや画像などを入れるこ
とができる。

行動観察 ○ ○

２　Ｗｅｂサイトの評価と改善 2 ・CSSの意義や概念を理解する。 提出課題 ○ ○

１　発達の歴史 1 ・メディアの発達史に関する知識をもつ。 行動観察 ○ ○

２　さまざまなコミュニケーション 1 ・目的に適したコミュニケーションの方法を理解する。 ノート ○ ○

３　ネットワークのコミュニケーション 1 ・コミュニケーションツールの知識をもつ。 ○ ○

４　ルールとマナー 1
・電子メールや電子掲示板を利用する際のルールやマナーの知識をも
つ。

○ ○

１　ネットワークの特性 1 ・ネットワークの通信方式の相違を判断できる。 行動観察 ○ ○

２　インターネットの仕組み 2 ・インターネットのプロトコル及びLANの基本知識をもつ。 提出課題 ○ ○

３　インターネットのサービス 1 ・インターネットの基本的なサービスの内容と利用方法を理解する。 ○ ○

４　転送速度とデータ圧縮 2 ・効率的にファイルを圧縮して転送できる。 ○ ○

1 考査 ○

１　知的財産権 2
・著作権などの侵害事例で、どの権利を侵害しているかを適切に判断
する。

行動観察 ○ ○

２　さまざまな法律 2 ・インターネットに係わる各種法律を理解する。 提出課題 ○ ○

１　情報セキュリティ技術 2
・ウイルス対策など、情報セキュリティを確保するための対策をとる
ことができる。

行動観察 ○ ○

２　情報セキュリティポリシー 1 ・情報セキュリティポリシーの概要や意義について理解する。 ノート ○ ○

１　社会における情報システム 1 ・社会における主な情報システムの種類と内容について理解する。 行動観察 ○ ○

２　人に優しい情報システム 1 ・ユーザビリティやアクセシビリティに関する知識をもつ。 提出課題 ○ ○

３　情報社会の課題 1 ・課題に沿って簡単に説明をまとめる。 ○ ○

１　問題解決の手順 1 ・問題解決の手順と解決するための工夫を理解する。 行動観察 ○ ○

２　問題解決の手法 2 ・情報収集・整理・分析に必要なものを判断する。 提出課題 ○ ○

３　アンケートの利用 1 ・統計処理の手法を理解する。 ○ ○

４　問題解決の実践 3 ・表計算ソフトを利用して統計処理とグラフ化ができる。 ○ ○

1 考査 ○

合計時間数 70

後期中間考査

 ３プレゼン
 　テーション

 １表現の工夫

第２章　ディジタル化

第３章　表現と伝達

 ２表計算ソフトの
 　利用

第４章　コミュニケーション

 ４Ｗｅｂ
 　ページの利用

前期末考査

12
月

１
月

 ２情報セキュリティ

第６章　問題解決

 １情報システムと
 　人間

４
月

５
月

６
月

８
・
９
月

10
月

７
月

 １ディジタルと
　 情報機器

前期中間考査

 ２問題解決

学年末考査

 ２ディジタル化

第５章　情報安全

 ２ネットワーク

 １情報の管理・
 　保護に関する法律

11
月

岐阜県立　○○　高等学校

知
識
・
理
解

・情報通信ネットワークを活用した課題提出やコミュニケーション、生徒同士の相互評価を取り入れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 １情報社会

 ２情報社会の個人

 ３情報とメディア

第１章　情報社会

　情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ、情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集，処
理，表現するとともに効果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。

・実習を通して体験的な理解をさせる活動を多く取り入れる。

・身近な事例を取り上げることで、理解しやすい説明を行う。

授業ガイダンス

２
月

関
心
・
意
欲
・
態
度

思
考
・
判
断
・
表
現

技
能

・情報モラルを身に付けるための指導を、さまざまな場面で行う。

到達目標に向けての具体
的な取り組み
【評価規準を念頭に置い
た指導の上の留意点】

　目　　　標
【学習指導要領】

単元名

 １コミュニ
 　ケーション



Ⅲ 評価規準と単元計画（社会と情報）＜例＞                    

 １ 『社会と情報』の目標 

 情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解させ、情報機器や情報通信ネットワークなど

を適切に活用して情報を収集、処理、表現するとともに効果的にコミュニケーションを行う能

力を養い、情報社会に積極的に参画する態度を育てる。 

２ 『社会と情報』の評価の観点の趣旨 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 
情報の特徴と情報

化が社会に果たす役
割や及ぼす影響に関
心をもち、身のまわり
の問題を解決するた
めに、情報機器や情報
通信ネットワークを
活用し、情報社会に積
極的に参画しようと
する。 

情報や情報社会に
おける身のまわりの
問題を解決するため
に、情報の特徴と情報
化が社会に果たす役
割と及ぼす影響につ
いて、思考を深め、適
切に判断し表現して
いる。 

 情報機器や情報通
信ネットワークなど
を適切に活用して情
報を収集、処理、表現
するための技能を身
に付け、効果的にコミ
ュニケーションを行
っている。 

 情報機器や情報通
信ネットワークなど
を適切に活用して情
報を収集、処理、表現
するための知識を身
に付け、情報の特徴と
情報化が社会に果た
す役割と及ぼす影響
を理解している。 

 ３ 「(１)情報の活用と表現」の目標 

 情報を分かりやすく表現し効率的に伝達するために、情報とメディアの特の理解、情報のデ

ィジタル化に必要な知識と技能の習得及び情報のディジタル化の理解とともに、適切な情報の

表現と伝達に必要な基礎的な知識と技能を習得させる。 

４ 「(１)情報の活用と表現」の評価規準に盛り込むべき事項 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 
情報とメディアの

特徴や情報のディジ
タル化に関心をもち、
積極的に情報機器や
素材を利用して、情報
を分かりやすく伝達
しようとする。 

身近な例での「も
の」の特徴との対比で
情報の特徴を考え、適
切に情報の信頼性や
信憑性を判断して、伝
えたい情報を分かり
やすく表現している。 

 コンピュータや情
報機器を活用して多
様な形態の情報を統
合化し、伝えたい情報
を分かりやすく表現
するための技能を身
に付け、活用すること
ができる。 

 情報の信頼性や信
憑性の評価、情報のデ
ィジタル化の仕組み
や情報機器の適切な
選択に関する知識を
身に付け、それらを活
用する際の配慮事項
を理解している。 

５ 単元指導計画 
 

単元名 情報とメディア 時間数 ５ 

◇単元の目標 

 情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用するために、情報の特徴とメディアの意
味を理解させる。 

◇単元の評価規準 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

情報の特徴と情報
化が社会に果たす役
割や及ぼす影響に関
心をもち、身のまわり
の情報を積極的に収
集しようとする。 

情報の特徴と情報
科が社会に果たす役
割と及ぼす影響につ
いて、思考を深め、適
切に判断し表現して
いる。 

情報機器や情報通
信ネットワークなど
を適切に活用して情
報を収集、処理、表現
し、効果的にコミュニ
ケーションを行って
いる。 

情報機器や情報通
信ネットワークなど
を適切に活用して情
報を収集、処理、表現
し、情報の特徴と情報
科が社会に果たす役
割と及ぼす影響を理
解している。 

 

 



◇学習活動における具体の評価規準と評価方法 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 

① 

情報やメディ
アの種類や構成
に関心がある。 

① 

メディアの特
徴と身近な事例
を関連付けて考
えている。 

① 

情報の信憑性
や信頼性を調べ
るための技能を
身に付けている。 

① 

情報やメディ
アの特徴、分類、
特性について理
解している。 

行動観察 行動観察 行動観察 
提出課題 

提出課題 
考査 

② 

グループでの
話し合いに積極
的に参加してい
る。 ② 

身近な事例に
ついて、メディア
リテラシーの観
点から整理して
いる。 

② 

伝えたい情報
を、選択したメデ
ィアを使って、適
切に表現するこ
とができる。 

② 

情報の信憑性
や信頼性を理解
している。 

行動観察 提出課題 提出課題 提出課題 
考査 

③ 

課題の解決に
対して、積極的に
取り組んでいる。 

③ 

 

③ 

 

③ 

 

行動観察    

◇指導と評価の計画 

授
業
番
号 

単
位 
時
間 
数 

主題 学習目標と主な学習活動 

具体の評価規準 
との対応(番号) 

備考 

関 思 技 知 
 

１ １ 
情報の特徴 情報の意味及び情報の特徴について

理解する。 
①   ① 

 

２ １ 
情報とメディ
ア 

メディアの特徴、分類、特性について
理解する。 

① ①  ① 
 

３ １ 
情報の信憑性
と信頼性 

情報の信憑性と信頼性を理解して、情
報を利用できる。 

  ① ② 
 

４ 
１ 

メディアリテ
ラシー 

メディアによる情報の意図の違いに
ついて理解する。 

② ②   
 

１ 
伝えたい情報を、適切な情報メディア
を選択して取り扱うことができる。 

③  ②  
 

Ⅳ 学習指導案（社会と情報）＜例＞                        
科目名 社会と情報 指導者 ○○ ○○ 実施日 △△年△△月△△日（△） 

指導クラス ○年○組 ○○名（男子○名、女子○名） 場所 コンピュータ教室 
単元名  情報とメディア 使用教材  
主題  メディアリテラシー   ４ 時間目 ／ ５ 時間数 

本時間の学習目標 メディアによる情報の意図の違いについて理解する。 

段
階 

分 内容・ねらい 学習活動 
指導上の 
留意点 

評価 
具体の評価 
規準との対応 評価方法 
関 思 技 知 

導 
 

入 

5 

 
本時の目標
の提示 

 
本時の目標「情報が
持つ意図を理解し
よう」を提示する。 
 
 
 
 
宿題の確認 
 

 
・事前に決めたテー
マの話題が掲載
されている新聞
やネット等の情
報を印刷して持
ってくるよう宿
題を出しておく。 

・指導者も、事前に
複数の新聞等で
情報収集する。 

     



展 
 

 
 

 
 

 
 

開 

35 

 
メディアが
伝達する情
報の違いの
調査 
（グループ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
発表 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メディアに
より情報が
異なる原因 
 

 
各生徒が持ち寄っ
た情報について、
「同じ事実で書き
方が異なっている
情報」がないか、グ
ループで調査させ
る。 
 
 
特に気になった情
報をグループごと
に１つ選ばせる。 
 
選んだ情報につい
てインターネット
で追加調査を行わ
せる。 
 
 
選んだ情報のまと
めを、各自が提出用
ファイルに入力し
て保存させる。 
 
 
 
グループでまとめ
た結果を、代表者に
発表させる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各グループの発表
を基に、異なる情報
伝達となる原因に
ついて挙手により、
意見を発表させる。 
 
 
各自が原因を提出
用ファイルに入力
して保存させる。 
 

 
・持ち寄った情報だ
けでは比較できな
い場合には、指導者
の持っている情報
を提供する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・その情報が出され
た日時も記録さ
せる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・発表にあたって
は、「○○につい
て調べたところ、
○○では△△と
書いてあったが、
別の◇◇では▽
▽とあった。」の
ように、簡潔な表
現で発表させる。 

 
 
 
・「時系列による違
い」「立場の違
い」「メディアの
意図」などに気付
かせる。 

 
② 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
② 

   
行動観察 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提出課題 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
提出課題 

ま 

と 

め 
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メディアリ
テラシー 

 
情報は、メディアに
よって意図を持っ
て伝達されること
とともに、メディア
リテラシーについ
て解説する。 
 

 
・次回は、伝えたい
情報を、適切な情
報メディアを選
択して取り扱う
演習を行うこと
を予告する。 

     

 


